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さ畑1:,n)1irl左部分と,eHh;lllL,し､勅果し里こい LlyStiL､

な部分よりなっており,その周囲をこぼ広汎な浮感を伴っ

ていた.脳血管撮影では動脈将早期から腰麻血管が遠野

され 毛細彪管相から静脈相にかけて tumoTS痛nが

認められた,

M沢‡では腰癌本体と考えられる solid な部勤怠Tl

強調両像･･てやや low涙 n;llilltenSity.TJ強調両性て

miXt-､(isignこiliHtt,nsityろ∴呈1.,(_う(1-1)1､1'八に1.11賢

明に enhanceされた.厳痴摘出術を施行したところ,

組織所見は neu血 ornaであった.患者は現在外来に

て経過観察中である,

Ⅰト181 腫喝外出血で発症 した heTmlngiopericytie

meni咽立oma の 1例
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髄膜腫の中では稀であるがナ臨床的には局所の再発が多

く,また,遠隔転移があるなど,通常の嚇 慶とは異なっ

た biolo哲icaibehaviorをとる.そのため組織学的診

断と治療が問題となる.今回我々は,腫癌外出血をこて発

症 した hL,‖111ngiLIPeriL,yli｡nl(,ningiomaハ -例を経験

した.

症例は27歳女性事1989年3月ヲ突然の頭痛で発症.某

医の CTscanで脳内出血を伴う左後頭薬療癌を指摘さ

れ"当科に紹介された.4月3E3,腰痛摘出術施行.腫

轟は hemang丘ope涙画cmeningiomaであった.この

渡嬢の診断と治療につき文献的考察を含めて報告する.

1ト1射 小児側脳圭 :_Tfl部髄膜畔Ll11例

池田 兼沈 痛 魚 影 を思慕錯 語院)大日坊千春

症例は14才女児.89年 2月16日に,けいれん発作をお

こし近医に搬送きれた.CTscan,MR‡臣こて左側脳室

三角部の藤癖を疑われ 閣日当科に紹介入院した.入院

時神経学的をこぼ,視野異常もなく辛酸にも特に異常は認

められなかった.CTscanでは左側娼鍔室三角部をこ軽度

高吸収域の腫藤を認め,造影剤で均-に emhaneeされ

た.脳血管撮影では,前脈絡動脈,外側後脈絡動脈が拡

充し,腰痛-の流入を認め,膝轟陰影も認められた.3

月且日産側頭開頭,車側頭回切開にて鷹慶を全摘 した点

敵理組織学的には tllt,‖iniIOth亡11iこllmL,ninLTiomこl~C .:寸;ト ー
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た.術後一度全身性けいれん発作が出現したが,明らか

な視野異常も認めず,そのほかの神経学的巣常態と認め

ずに退院 した.小児の髄膜腫は成人に比して脳室系をこ発

生することが多いとされているが,髄膜腫自体が比較的

稀であり,症例報告する.

B--201 急速左成長過程,:!:(｢T にて確認て :ll//_
髄膜腫の 1例
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髄膜腫鉛術後の再発に関しては,これまで多くの報告

がなされているが,その成長過程を,その当初から CT

にて捉えた報告は少ない.我々は右隊形骨縁髄膜腫の患

者で,それ以前にたまたま撮影 していた CT を入手,

ぶ転校検討することができ, その成長過程の一端を確認す

ることができたので報告する,症例は67才,身性.昭和

62年9月7E3頭痛のため某病院を受診,Crにて脳腫癌
を指摘され当科を覇介された.既往歴から昭和59年3月

1日にも,CT 検査を受けていることが分かり,これを

検討 したが,この時点では腫藤は全く存在していなかっ

た.二L'1二十か冊 田島LIlr揖i:速度 =tlll…-(loutllinhTtinlL,.

T釦 を,CT 上で求めた体積から計算 し,Td-154,4

日と算出された中これらのことは,-小敵には老人の髄膜

塵は inciぬ 1talに発見されることが多く,その成長も

遅いと考えられているが,車齢 ま急速に成長する例屯あ

ることを示唆 しており,臨床 上注意すべきものと考えら

れi上.

B121)乳幼児中枢神経疾患 と脳循環代謝

E:用ミ 礼造 ･什棒
亀山 rLfLi■･小川
古本 汀｣｣p､

伊藤 正敏

憤若 鶴 錨 欝研)

∴
東北大学サイ
tl卜l二丁ンRI
ンLJ---I

小児脳は良好な可塑性を有する事が知 られている.小

児中枢神経疾患の歯髄予後と脳循環代謝の関係を検討す

る車により,朴児脳の特殊性を明らかにすると基に,治

療方針の決定をより的確にできる屯のと期待 し以下の検

討をおこなった.対象 :5カ月～ 3才の水頭症 3例,狭

頭症 3鳳 硬膜 下ぬ腰 2例,深部静脈閉塞症 i例き小頭

症 且例に対し, ポジ トロン CT 及び 息望語IMP SPE仁T

をこよる脳循環及び酸素代謝を測定 し,臨床経過と比較検

討 した. 結 果 : 発 達 が 正常であった舟状頭蓋と短頭蓋の

2 症 例 を 除 く 8 例 で 磁 循 環 代 謝 の 異常が認められた血鮪


